
【家庭分野】                           つくば市技術・家庭科研究部 

題 材 名 安全に住むにはどうしたらよいだろう 

内容・項目 A－（４）イ 

指導時間 ２時間 

題材のねらい 
（題材の特徴） 

本題材では，誰もが安心して生活することができる住まいの在り方を考え，住ま

い方を工夫することができることをねらいとしている。 

災害や家庭内事故の被害を考えると，危険箇所の点検，日頃の安全対策や安全管

理等，本題材の学習の必要性は明らかである。 

誰もが安心して生活できる住まいの在り方をとらえるには，様々な立場から建物

の構造や施設・設備を観察する必要がある。 

よって，疑似体験を通して身近な危険箇所に気づき，誰もが安全に住まうための

工夫点について考えるという，目的を明確にした体験活動を取り入れた。 

指導の流れ 
（展開の工夫） 
 

 
時間 指導項目 主な指導内容 
１時間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・疑似体験をしながら

校舎内を巡回し，校

舎内の危険箇所を調

べる。 
 
※疑似体験のグループ 
  A：高齢者体験 
  B：障害者体験 
  C：幼児体験 
  D：妊婦体験 
 
  
  
 
 
 
 
 
 

・家庭内の事故原因をクイズ形式で生徒に問い

かけ，家庭内での事故の起きやすい場所や原

因を考えさせる。   【学ぶエネルギー】 

・身近な住まいとして「校舎」内の危険箇所を

調べることを伝える。 【学ぶエネルギー】 
 
・様々な立場から住まいの安全について考えら

れるように，疑似体験をすることを伝える。 
・グループは，体験者１名，介助者２名，記録

者１名で構成する。   【意思決定能力】 

【かかわり】 

・危険箇所に気づくことができるように順路や

活用内容を具体的に指定する。 
・順路は，他教室の授業の状況を配慮し，校舎

内案内図に順路を示して配付する。 
・グループごとに下記のような疑似体験をさせ

て順路を回らせ，危険箇所の記録をさせる。 
【学ぶエネルギー】【かかわり】 

A：アイマスクや耳栓を付ける。 
B：足に添え木をして固定したり，指にテー 

ングを巻いたりする。 
C：視界が狭く見えるメガネをかける。 
D：米袋を入れたリュックを腹部側に持つ。 

 
・疑似体験終了後グループごとに着席させ，体

験時に記録した危険箇所をまとめさせる。 
【意思決定能力】【かかわり】 

 
 



指導の流れ 
（展開の工夫） 

時間 指導項目 主な指導内容 
１時間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・校舎内の危険箇所と 
安全に住まうための

改善策を話し合う。 
 

 
 
 
 
 
・GT の講話「住まいの

バリアフリー」つい

て聞く。 
 
 
・まとめをする。 

・疑似体験終了後グループごとに体験時に記録

した危険箇所をまとめさせ，誰もが安全に住

むための改善策をグループ内で話し合わせ

る。 
【学ぶエネルギー】【かかわり】【意思決定能力】 

 
・各グループで話し合った危険箇所と改善策を

発表させる。         【かかわり】 
 
・GT の講話を通して，誰もが安全に住まうた

めには様々な工夫が必要であることに気づ

かせる。 
【学ぶエネルギー】【かかわり】 

 
・実生活にふり返って住まいの危険箇所・改善

策や，授業の感想を書かせる。 
【学ぶエネルギー】【意思決定能力】  

題材で使用する 
学習プリント例 

 
準備・材料等 ・GT（JIS センターの職員） 

・アイマスク，耳栓，添え木，包帯，テーピング，米袋，リュック 
・視界が狭く見えるメガネ（インターネットでダウンロード） 
・学習プリント 
・発表用フラッシュカード 
・ペン 

 


